
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

メ
ロ
ン
の
仲
間
は
、
シ
ロ
ウ
リ
、
マ
ク
ワ

ウ
リ
、
タ
マ
ゴ
ウ
リ
、
キ
ン
ウ
リ
な
ど
の
8

変
種
に
分
類
さ
れ
、
マ
ク
ワ
ウ
リ
や
ノ
ー
ネ

ッ
ト
メ
ロ
ン
な
ど
の
育
て
や
す
い
品
種
と
、

ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
に
代
表
さ
れ
る
栽
培
が
難
し

い
品
種
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
栽
培
し
や

す
い
マ
ク
ワ
ウ
リ
や
ノ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
に

取
り
組
み
、
技
術
的
に
自
信
が
つ
い
た
ら
ネ

ッ
ト
メ
ロ
ン
に
挑
戦
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
に
向
く
の
は
、
次
の

よ
う
な
品
種
で
す
。

も
紀
元
前
１３
世
紀
か
ら
す
で
に
記
録
が
あ
る

そ
う
で
す
。
イ
タ
リ
ア
で
は
１１
〜
１３
世
紀
、

ロ
シ
ア
で
は
１２
〜
１３
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス

ペ
イ
ン
で
は
１５
世
紀
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
で
は
１６
世
紀
か
ら
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
へ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
メ
ロ
ン
が
も
た
ら

さ
れ
た
の
は
、
明
治
の
中
後
期
で
す
。
今
日
、

温
室
メ
ロ
ン
と
し
て
市
場
を
独
占
し
て
い
る

ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
は
、
1
9
2
5
年
に
イ
ギ

リ
ス
か
ら
導
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
は

比
較
的
新
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一
方
、

マ
ク
ワ
ウ
リ
や
シ
ロ
ウ
リ
が
渡
来
し
た
の
は

弥
生
時
代
で
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
の

交
流
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
使
者
や
帰
化

人
に
よ
り
い
ろ
ん
な
種
類
が
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
各
地
の
遺
跡
か
ら
は
、

392008．12．はなとやさい

　

メ
ロ
ン
（C

ucum
is m

elo

）
類
の
原
産

地
は
、
諸
説
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
一
次

セ
ン
タ
ー
が
ア
フ
リ
カ
大
陸
、
二
次
セ
ン
タ

ー
は
中
近
東
、
イ
ン
ド
、
中
国
と
な
る
よ
う

で
す
。
二
次
セ
ン
タ
ー
か
ら
南
欧
や
エ
ジ
プ

ト
へ
広
ま
っ
て
改
良
さ
れ
た
も
の
が
、
今
日

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
メ
ロ
ン
で
あ
り
、
東
方
の

中
国
へ
伝
わ
り
発
達
し
た
も
の
が
、
東
洋
系

メ
ロ
ン
の
マ
ク
ワ
ウ
リ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

メ
ロ
ン
の
仲
間
は
古
く
よ
り
栽
培
さ
れ
、

古
代
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、

ロ
ー
マ
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
中
国
で

藤
ふじ た  

田　智
　さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

　メロンの仲間はアフリカ大陸で誕生し、中近東などか

ら世界各地へと広まりました。古代エジプト時代より作

られてきた、長い歴史をもつ果菜です。その後、ヨーロ

ッパで進化を遂げたものがメロンであり、中国で発達し

たものがマクワウリだとされています。

  分類は野菜ですが、利用としては果物になるでしょう。

作りやすいマクワウリやノーネットメロンから、立派な

ネットメロンまで、甘い香りの果実に挑戦してみてはい

かがですか？

ノーネットメロン
は、ネットメロン
と比較して、手軽
にメロンの甘みが
味わえる。

その● メロン̶みずみずしい甘さと高級感̶12

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ロ
ン
の
種
子
が
出
土
し
て
い

ま
す
。

　

メ
ロ
ン
は
つ
る
性
の
一
年
生
草
本
植
物
で
、

ス
イ
カ
と
同
様
に
高
温
を
好
む
野
菜
で
す
。

果
菜
と
し
て
野
菜
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
主

に
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
の
利
用
に
な
る
た
め
、

む
し
ろ
「
果
物
」
と
い
っ
た
方
が
よ
い
の
か

メ
ロ
ン
の

原
産
地
と
伝
播

メ
ロ
ン
の

特
徴
と
主
な
品
種

香り高く、高級感が漂う甘いネットメロン。

作りやすく、さっぱ
りした食味が特長の
マクワウリ。



 

❶
よ
い
苗
の
選
び
方

　

苗
を
購
入
す
る
時
は
、
双
葉
が
し
っ
か
り

つ
い
て
い
る
こ
と
、
節
間
が
詰
ま
り
ガ
ッ
チ

リ
し
て
い
る
こ
と
、
葉
色
が
濃
く
、
病
害
虫

に
や
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
根
鉢
が
し
っ
か

り
で
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
選

び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
接
ぎ
木
苗
は
高
価
で

す
が
、
病
害
な
ど
に
強
く
育
て
や
す
い
の
で

お
す
す
め
で
す
（
第
１
図
）。

❷
植
え
付
け

　

第
2
図
を
参
考
に
コ
ン
テ
ナ
を
準
備
し
、

苗
を
植
え
付
け
ま
す
。
そ
の
後
、
水
を
た
っ

ぷ
り
与
え
ま
し
ょ
う
。

か
、
コ
ン
テ
ナ
の
底
に
敷
く
軽
石
、
市
販
の

培
養
土
、
長
さ
７０
㎝
く
ら
い
の
仮
支
柱
１
本
、

長
さ
１
・
8
ｍ
程
度
の
支
柱
竹
4
本
、
誘
引

用
の
ひ
も
、
鉢
底
ネ
ッ
ト
、
移
植
ゴ
テ
、
ハ

サ
ミ
な
ど
を
準
備
し
ま
す
。

　

植
え
付
け
は
5
月
上
中
旬
に
行
い
ま
す
。

メ
ロ
ン
の
場
合
、
植
え
付
け
苗
は
本
葉
4
〜

5
枚
程
度
で
、
つ
る
が
伸
び
る
前
の
大
き
さ

が
理
想
で
す
。

　　

つ
る
性
の
メ
ロ
ン
は
、
地
這ば

い
栽
培
だ
と

2
ｍ
四
方
以
上
の
広
さ
を
必
要
と
し
ま
す
。

ま
た
、
5
〜
8
月
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
栽

培
す
る
種
類
な
の
で
、
コ
ン
テ
ナ
は
２５
ℓ
以

上
の
大
型
の
も
の
を
使
用
し
ま
す
。
そ
の
ほ

40 2008．12．はなとやさい

メ
ロ
ン
の
栽
培
方
法

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1

第1図 よい苗

節
間
が
詰
ま
り
、
ガ
ッ
チ
リ

し
て
い
る
。
病
害
虫
が
な
い
。

苗
の
植
え
付
け

2

‘金太郎’
平均果重400ｇ。俵形で鮮やか
な橙黄色の果皮をもつ。

‘金俵’
極
ごく

早
わ せ

生で香りと甘みがよい、
俵形マクワ。

‘ニューメロン’
やや腰高の球形で、果皮は白
緑色。香気が強く食味良好。

マクワウリ

第2図 植え付け

ノーネットメロン

❶コンテナの底に鉢底
ネットを敷く。

おすすめメロンあれこれ

‘かわい～ナ’
平均果重250～300ｇのミニメ
ロン。日もちに優れ、摘果の
必要がなく育てやすい。

‘アリス’
果皮は乳白色で、果肉の糖度
が高く食味がよい。

‘ボーナス2号’
一度は作りたいネットメロン。
高球形で果揃いが特に優れる。
ほかに‘パンナ’‘ルイス’など。

ネットメロン

　タネまきは、植え付け時期の１カ月
ほど前を目標に行います。5月上中旬
に植え付けるなら、4月上中旬にタネ
をまくことになるので、保温が必要で
す。下図の要領でタネまき、間引きを
行ってください。ポットで１カ月間
育苗するので、週に１回500倍液肥を
水やりを兼ねて施し、肥切れに注意
します。本葉4～5枚で植え付けます。

タネから育てる場合コラム

本葉4～5枚が
植え付け適期。

接ぎ木苗が
おすすめ！

❷底が見えなく
なるくらいに
軽石を敷く。

❸培養土を入れる。

❹コンテナの中央
に植え穴を掘る。 ポリポットから、根

鉢を崩さないように
抜き、植え付ける。

植え穴を
掘る。

ウォーター
スペースを
2㎝くらい
とる。

❺植え付け後は
水をたっぷり
と与える。

❷本葉1～2枚で

❶4月上中旬、
12㎝ポットに
2粒ずつタネ
まきする。

❸本葉4～5枚
まで育苗。

１本立ちに。



　

開
花
後
、
メ
ロ
ン
は
４０
〜
５０
日
程
度
で
、

マ
ク
ワ
ウ
リ
は
３５
〜
４０
日
で
収
穫
と
な
り
ま

す
（
第
8
図
）。
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
の
場
合
は
、

成
熟
し
て
果
実
表
面
の
緑
色
が
灰
白
色
に
変

化
し
、
果か

梗こ
う

の
毛
が
な
く
な
っ
て
離
層
が
見

え
始
め
た
こ
ろ
が
適
期
で
す
。
人
工
受
粉
し

た
日
を
札
に
書
き
、
つ
る
し
て
お
く
の
も
よ

い
手
で
す
。

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
す
（
第
7
図
）。

　

開
花
7
〜
１０
日
で
ピ
ン
ポ
ン
玉
大
の
時
に

不
良
果
を
摘
果
し
、
１
本
の
子
づ
る
に
１
果

（
１
株
に
2
〜
3
果
）
つ
け
ま
す
。

　

収
穫
が
近
づ
い
た
ら
水
や
り
を
抑
え
ぎ
み

に
し
、
糖
度
を
上
げ
て
や
り
ま
す
。

　

う
ど
ん
こ
病
に
は
モ
レ
ス
タ
ン
水
和
剤
や

カ
リ
グ
リ
ー
ン
な
ど
を
、
べ
と
病
に
は
ダ
コ

ニ
ー
ル
を
散
布
し
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は

オ
レ
ー
ト
液
剤
、
ウ
リ
ハ
ム
シ
に
は
マ
ラ
ソ

ン
乳
剤
を
散
布
し
て
防
除
し
ま
す
。

な
ど
で
２０
〜
３０
㎝
間
隔
に
固
定
し
、
あ
ん
ど

ん
仕
立
て
に
し
ま
す
（
第
4
図
）。
3
本
仕

立
て
と
し
、
本
葉
6
〜
7
枚
に
な
っ
た
ら
摘

芯
し
て
、
子
づ
る
を
3
〜
4
本
伸
ば
し
ま
す
。

子
づ
る
は
い
ず
れ
も
１５
〜
２０
葉
で
摘
芯
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
5
〜
１２
節
ま
で
の
孫
づ
る
に
着

果
さ
せ
ま
す
（
第
5
図
）。

　

雌
花
が
咲
き
始
め
た
ら
朝
方
9
時
ご
ろ
ま

で
に
人
工
受
粉
を
行
い
、
着
果
を
促
し
ま
す

（
第
6
図
）。

　

2
週
間
に
１
回
の
割
合
で
追
肥
し
ま
す
。

特
に
、
着
果
期
や
果
実
肥
大
期
は
生
育
の
様

子
を
見
な
が
ら
行
い
、
肥
料
切
れ
に
な
ら
な

❸
仮
支
柱
立
て

　

植
え
付
け
後
、
仮
支
柱
に
苗
を
誘
引
し
ま

す
。
仮
支
柱
を
立
て
た
後
、
植
え
付
け
た
苗

の
茎
を
、
地
際
か
ら
１５
㎝
く
ら
い
の
所
で
８

の
字
に
誘
引
し
て
く
だ
さ
い
（
第
3
図
）。

　　

つ
る
が
伸
び
た
ら
、
週
に
１
回
を
目
安
に

支
柱
へ
誘
引
し
ま
す
。
支
柱
は
コ
ン
テ
ナ
の

周
囲
に
4
本
立
て
、
ひ
も
や
園
芸
用
の
針
金

412008．12．はなとやさい

秋田県生まれ。恵泉女学園大学園
芸文化研究所准教授。専門は野菜
園芸学、植物育種学、農業教育学。
「NHK趣味の園芸」講師、雑誌「や
さい畑」連載などで野菜作りの魅
力を伝える。著書に「別冊NHK
趣味の園芸・わが家の片隅でおい
しい野菜を作る」（NHK出版）な
ど多数。 

藤田  智
（ふじた   さとし）

第6図 人工受粉

第4図 あんどん仕立て（イメージ）

支柱を4本立て、
針金またはひも
で囲う。

第5図 整枝・誘引

整
枝（
仕
立
て
方
）・
誘
引

3

追
肥

5

摘
果

6
水
や
り

7
病
害
虫

8

収
穫

9

人
工
受
粉

4

第3図 仮支柱立て

８の字に誘引する。
❶本支柱立て ❷誘引

　（週１回） 8の字に。

❶摘芯 ❷3本仕立て（模式図）
本葉6～7枚で
親づるを摘芯。 子づるは15～20

葉で摘芯。

孫づるは4節
まで摘芯。

〈マクワウリ・ノーネットメロン〉
子づる1本に1果、
1株2～3果つける。

〈ネットメロン〉
1株1～2果つける。

雄しべを雌しべ
の先端につける。

第7図 追 肥

化成肥料
2週間に１回
土1ℓ当たり
1g

第8図 収 穫

収穫間際のネットメロン。果実表面が
緑色から灰白色に変化してくる。

〈マクワウリ（35～40日）〉

果実から甘い香りが漂う
ようになれば、収穫適期。
つるの付け根をハサミで
切る。


